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は じ め に
平成15年12月 1 日 付 け を も ち ， 富 山医科薬科大学医
学部和漢診療学講座 な ら びに 附属病院和漢診療科を 担
当 さ せて頂 く こ と に な り ま し た 。 今後 と も ， 御指導，
御鞭捷 を 賜 り ま す よ う ， 何卒宜 し く お願い 申 し上げま
す。
私 の出 身 は ， 生 ま れ も 育 ち も 地元富山です。 1976年
に 本学 に一期生 と し て 入学 し ， 卒業後は直 ち に本学附
属病院 の和漢診療室 （ そ の後 の和漢診療部， 現在 の和
漢診療科） に 入局 し ， 現在に至 っ て い ま す。 学会 にお
け る 主 な 資格 と し て は ， 現在， 東洋医学会 の指導医及
び専 門 医 ， 神経学会 の専門 医 ， 消化器病学会 の指導医
及 び専 門 医 ， 消化器内視鏡学会 の認定医 の資格 を 有 し
て い ま す。
本学は1975年 （ 昭和50年） の10月 に 開学 し ま し たが，
翌年 の1976年に最初 の入学試験が行われ， 私 を 含め一
期生が入学 し ま し た。 当 時は大学 の正式な校舎は無 く ，
一期生は私 の母校で も あ る 富山 中部高校 の旧校舎 を 医
薬大 の仮校舎 と し て 使用 し て い ま し た 。 大学に入学 し
た と は い う も の の， キ ャ ン パス ラ イ フ と は程遠い環境
で し た が， 富 山市 の中心に あ っ た た め ， そ れな り に楽
し か っ た想い 出 があ り ま す。 大学 2 年生 の時か ら 校舎
が杉谷に 移 り ま し たが， 当 時は工事現場 のな か に 大学
があ る と い っ た よ う な 状態で 講義棟 と 体育館， 学生
食堂 の建物 し か あ り ま せ んで し た 。 山 の中 に あ り ま す
ので 「 マ ム シが出 る ので注意せ よ 」と よ く 言わ れ ま し
た が， 最近で は そ の よ う な こ と も あ ま り 聞か な く な っ
た よ う です。 そ の後， 図書館や研究棟， 附属病院な ど
が整備 さ れ， 大学 ら し く な り ま し た が， 今では そ れ も
少 し古 く な り つつ あ る と い う 状況では な い か と 思い ま
す 。
I . こ れ ま で の主な研究成果
紙面 の関係 も あ る ので こ こ で は 「釣藤散 の脳血管
障 害 に 関 す る 研究」 に絞っ て述べる こ と と す る 。
釣藤散 は ， 釣藤鈎， 菊花， 防風， 麦門冬， 石膏， 人
参 ， 夜苓， 生萎， 甘草， 陳皮， 半夏 の11種類 の生薬か
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ら構成 さ れて い る 漢方方剤であ る 。 出典は12世紀 の中
国 の南宋 の時代 に書かれた 「本事方 」であ る が， 江戸
時代末期 の漢方医学 の名 医 ・ 浅 田宗伯 の勿誤薬室方函
口 訣 に は 「此方は俗に所謂欄症 の 人， 気逆甚 だ し く ，
頭痛， 舷量 し ， 或は肩背強急， 眼 目 赤 く ， 心気欝塞す
る 者 を 治す」 と 記載 さ れて い る 。 こ れ ら の症状 を 今 日
的 に考え て み る と ， 高血圧症や脳血管障害 の随伴症状
と 重な る 部分が多 い 。 実際， そ れ ら に対す る 有効性 を
示 し た報告が認め ら れる 。
そ こ で， 釣藤散が今 日 問題 と な っ て い る 痴呆症， そ
のなかで も 脳血管性痴呆に有効で、 は な い か と い う 仮説
を立て， こ れを 臨床試験に よ っ て検討 し た 。 ま た ， そ
の成績 を 受け， 釣藤散 の薬理作用 に つ い て 臨床的 な ら
びに基礎的 に検討 を 重 ね て き た 。
A . 脳血管性痴呆に対 す る 釣藤散の臨床効果
釣藤散 の脳血管性痴呆 に対す る 臨床効果 を ， プ ラ セ
ボ を 対照 と し た多施設二重盲検試験に て検討 し た I ） 。
1 . 対象 と 方法
DSM-III-R の痴呆 の診断基準 に合致 し ， か つ Carlo
Loeb修正虚血点数が 5 点以上 で ， 脳 血 管 障 害 の発症
急性期 を すでに経過 し 全身状態が安定 し て い る 軽症か
ら 中等症 の脳血管性痴呆患者 を 対象 と し た 。 二重盲検
法 に よ り 釣藤散エ キ ス 頼粒 （ TJ-47 ） ま た は プ ラ セ ボ
7.5g／ 日 を 1 日 3 回 ， 12週間投与 し ， 4 週毎 に各評価
項 目 を 調査 し た 。 プ ラ セ ボは ， 実薬であ る 釣藤散 と 剤
型， 色調， 味等 に お い て識別 困難性が確認 さ れた も の
を 使用 し た 。 対象症例数は139例 （ 男 性50例 ， 女性89
例， 平均年齢76.6歳） であ っ た 。
2 . 結果
釣藤散群 （69例 ） と プラ セ ボ群 （ 70例 ） と の問 に
年齢， 性， 痴呆 の擢病期 間 ， 原疾患， 合併症， 重症度
等 の背景因子に差は み ら れな か っ た 。
自 覚症状全般改善度 は ， 8 週及 び12週で釣藤散群が
プ ラ セ ボ群 に比べて有意に優れて い た 。 神経症候全般
改善度 は ， 各評価時点で両群聞 に 差 は み ら れな か っ た 。
精神症候全般改善度 は ， 4 週， 8 週， 12週 のすべて の
評価時点で、釣藤散群が有意 に優れて い た 。 ま た， 精神
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図 1 釣藤散の脳血管性痴呆に対 す る 臨床効果1 )
症候 の各項 目 の う ち ， 会話 の自 発性， 表情 の乏 し さ ，
計算力低下， 夜間せ ん妄， 睡眠障害， 幻覚妄想 の改善
に お い て 釣藤散群が有意に優れて い る 評価時点がみ ら
れ た 。 日 常生活動作障害全般改善度 は ， 12週 の時点で
釣藤散群が有意 に優れて い た 。 改訂長谷川式簡易知能
評価ス ケ ー ル （HDS-R） は ， 各評価時点で両群 聞 に
有 意 な 差 は み ら れな か っ たが， 12週 に お い て は釣藤散
群がプ ラ セ ボ群に比べて高 い傾向がみ ら れた 。
以上 を 総合 し て 判 定 さ れた全般改善度 は ， 8 週及 ぴ
12週 の時点で釣藤散群がプラ セ ボに比べて有意に優れ
て い た （ 図 1 ） 。
全般安全度 は ， 両群聞 に有意な差は み ら れな か っ た 。
釣藤散群 の う ち 5 例 （ 葦麻疹， 下痢， 食欲不振， 胸や
け ， 高血圧 ） と プ ラ セ ボ群 2 例 （ 口苦， 肝機能障害）
が副作用 の可能性があ る と し て 報告 さ れた 。 こ れ ら す
べて の症例 は ， 投薬 中 あ る い は投薬 中止後 に そ の症状
等 は消失 し た 。
以上 を 総合 し て 判 定 さ れた有用度 も ， 釣藤散群 は プ
ラ セ ボ群 に比べて有意に優れて い た 。
B . 釣藤散の薬理作用
1 . 微小循環 ・ 血液 レ オ ロ ジー ・ 血管作動性に 関 す る
研究
a . 無症候性脳梗塞症例 を 対象 と し た 臨床研究
無症候性脳梗塞症例 を 対象 と し て ， 釣藤散 の眼球結
膜微小循環や赤血球集合能， 赤血球変形能等 の血液 レ
オ ロ ジ ー に 及 ぼす影響 を 検討 し た 2 ) 0 
ビデオ 顕微鏡 シ ス テ ム を 用 い て眼球結膜 の微小血管
を 撮影記録 し た 。 そ し て ， 釣藤散を 4 週間 服 用前後 の
眼球結膜微小血管 の血管 内径， 血流速度 ， 血流量，
DEA （ 赤血球集合能 の指標 と な る 赤血球集合柱 の最
大径） を 測定 し た 。 ま た ， 赤血球漉過法 に よ り 赤血球
変形能 を 測定 し た 。 そ の結果， 釣藤散 の 4 週間 の 服 用
に よ り ， 血管内径， 血流速度， 血流量 の有意 な 増加が
み ら れた （ 図 2 ） 。 同 時 に ， DEA の有意な低下， 赤血
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図 2 釣藤散の 眼球結膜微小循環改善作用 2 )
球j層、過法 に よ る �昔、過時間 の有意 な 短縮， 即 ち ， 赤血球
集合能， 赤血球変形能 の改善が認め ら れた 。
b . 脳卒中易発症 自 然発症高血圧 ラ ッ ト を 用 い た i n
v ivoの基礎研究
次 に ， 釣藤散 の微小循環， 血液 レ オ ロ ジ ー ， 血管作
動性に及ぼす影響 を よ り 詳細 に解明す る 目 的で， 高血
圧 と 脳卒中 を 自 然 に発症す る 脳卒中易発症 自 然発症高
血圧 ラ ッ ト （SHR-SP） を 用 い た in vivo の基礎研究
を 行 っ た 3 ) 0 
SHR-SP を 0.3% の釣藤 散エ キ ス を 含 ん だ水 を 自 由
飲水 さ せた釣藤散群 と ， 対照群 の 2 群 に 分 け て 8 週間
飼育 し ， 血圧や血液 レ オ ロ ジ 一 因子， 血管弛緩反応，
血禁中 の一酸化窒素 （NO） 代謝物 や 過酸化脂質等 に
つ い て検討 し た 。 そ の結 果 ， 釣藤散 の投与 に よ っ て
SHR-SP の血圧上昇が有意に抑制 さ れた 。 ま た ， 赤血
球変形能は， 赤血球浦、過法 に よ る 漉過時間 に お い て釣
藤散群 は対照 群 に 比 べ て 有 意 に 短か っ た 。 さ ら に
SHR-SP の摘出胸部大動脈 を 用 い た オ ー ガ ン バス 法 に
よ る ＋食言すで， sodium nitroprusside ( SNP） 添加 に
よ っ て生ずる 内皮非依存性血管弛緩反応 は両群聞で差
がな い の に 対 し ， acetylcholine ( Ach） 添加 に よ っ
て生ずる 内皮依存性弛緩反応は釣藤散群で有意 に 弛緩
率が高 か っ た （ 図 3 ） 。 ま た ， 釣藤散群 は 対 照 群 に 比
べて ， 血紫過酸化脂質が有意 に低値で、あ っ た 。 以上 よ
り ， 釣藤散は血圧上昇抑制作用 ， 血管内皮機能保護作
用 を 有す る こ と が明 ら か と な り ， そ れ ら の機序 のーっ
と し て釣藤散 の抗酸化作用が関与 し て い る 可能性が示
唆 さ れた 。
こ の成績 を 受け て ， 次 にSHR-SPに対す る 釣藤散経
口投与 の脳卒中症状 の発症や生存期 間 に及 ぼす影響 を
検討 し た 4 ） 。 そ の結 果 ， 対照群 に 比べ て 0.3% 釣藤 散
群 は ， 麻薄， 虚撃 ， 攻撃性等 の脳卒 中 症状 の発症が有
意 に抑制 さ れた 。 ま た ， 0. 1 % 及 び0.3 % 釣 藤 散群 は 対
照群に比べて生存期 間 が有意に延長 し て い た （ 図 4 ） 。
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図 4 釣藤散の延命効果0
c . 釣藤鈎の血管弛緩作用 に 関 す る i n v i tro の基礎研
rヂロプL
次 に ， 釣 藤 散 の 主 要 構 成 生 薬 で あ る 釣 藤 鈎
( U ncaria sinensis， シ ナ カ ギカ ズ ラ ） について， オー
ガ ン パス 法 に よ る in vitro の実験で ラ ッ ト の摘 出胸 部
大動脈 の血管作動性に 及 ぼす影響 を 検討 し た 5 ） 。 釣藤
鈎エキ ス か ら フ ェ ノ ー ル含有画分 と ア ル カ ロ イ ド含有
画 分 を 分離抽 出 し て 実験 を 行 っ た 。
そ の結果， 釣藤鈎 自 身 は 内皮依存性 の血管弛緩作用
が主で， 一部内皮非依存性 の血管弛緩作用 を 有 し てい
た 。 画分ご と の検討 で は ， 釣藤鈎 のフ ェ ノ ー ル画分は
内皮依存性血管弛緩作用 ， ア ル カ ロ イ ド画分は内皮非
依存性血管弛緩作用 を 有す る こ と が明 ら か と な っ た
（ 図 5 ） 。 ま た， ス ー パ ー オ キ サ イ ド に よ っ て生ずる 血
管収縮 に対 し て ， 釣藤鈎及 びそ のフ ェ ノ ー ル画分， ア
ル カ ロ イ ド画分が と も に抑制す る こ と が明 ら か と な っ
た 。 さ ら に ， カ ル シ ウ ム に よ っ て誘発 さ れ る 血管収縮
に対 し て も ， 釣藤鈎 のア ル カ ロ イ ド画分が抑制作用 を
有す る こ と が明 ら か と な っ た。
2 . 神経保護作用 に 関 す る 研究
次 に ， 釣藤散 の神経保護作用 に つ い て in vitro な ら
び、に in vivo の基礎研究 を 行 っ た 。
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図 5 釣藤鈎のフ ェ ノ ー ル画分 と アル カ ロイ ド 画 分 の 血管
弛緩作用 5 )
a . 培養神経細胞 を 用 い た i n v itro の基礎研究
脳虚血に よ る 神経細胞死 の過程 に お け る グル タ ミン
酸やNO の関与が知 ら れて い る 。 そ こ で ， 培養小脳 頼
粒細胞 を 用 い たin vitro の実験に よ っ て ， 釣 藤 散 の主
要構成生薬であ る 釣藤鈎 のグル タ ミン酸やNO donor 
に よ っ て誘導 さ れる 神経細胞死 に対す る 保護作用 を 検
討 し た。 細胞生存率 の評価はMTT1法 を 用 い た 。
そ の結果， 釣藤鈎エ キ ス は グル タ ミン 酸 （ 100 µ M, 
1 時間 ） 添加 に よ っ て生ずる 神経細胞 を 用量依存的 に
有意 に抑制 し た （ 図 6 ） ヘ 次 に ， 釣藤鈎 の グ ル タ ミ
ン 酸誘導神経細胞死抑制作用 の活性成分を検索す る 目
的で， 釣藤鈎 を フ ェ ノ ー ル画分 と ア ル カ ロ イ ド画分に
分け て実験を行 っ た と こ ろ ， フ ェ ノ ー ル画分な ら びに
ア ル カ ロ イ ド画分が と も に グル タ ミン 酸誘導神経細胞
死 を 有意 に抑制 し た 。 そ こ で， 次 の段階 と し て ， 釣藤
鈎 のフ ェ ノ ー ル 画分か ら epicatechin等 の フ ェ ノ ー ル
成 分 を 抽 出 し て 同様 の実験 を 試み た と こ ろ ， epica­
techin, catechin ,  procyanidin B-1 , procyanidin 
B-2 に グ ル タ ミン酸誘導神経細胞死 に 対 す る 保護作用
の活性が認め ら れた 7 )。 同 様 に ， 釣藤鈎 のア ル カ ロ イ
ド画分か ら ， corynoxeine等 のア ル カ ロ イ ド成分 を 抽
出 し て実験を行っ た と こ ろ ， rhynchophylline, i soc-
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図 6 釣藤鈎のグル タ ミ ン酸誘導神経細胞死抑制作用 6 )
和 漢診療学の新 た な エ ピ デ ンスの構築 に 向 け て
orynoxeine, isorhynchophylline, hirsuteine, hir­
sutineに グ ル タ ミ ン酸誘導神経細胞死 に対す る 保護作
用 の活性が認め ら れた 8 ）。
次 に ， NO donor誘導神経細胞 に対す る 釣藤鈎 の保
護作用 に つ い て検討 し た と こ ろ ， SNP ( 30 µ  M, 24 
時 間 ） ま た はSIN-I ( 300 µ M ,  24時 間 ） 添加 に よ っ
て生ずる 神経細胞死を 釣藤鈎エキス及びそ のフ ェ ノ ー
ル画分， ア jレ カ ロ イ ド画分は と も に用量依存的 に有意
に 抑制 し た ヘ
b . ス ナ ネ ズ ミ 一過性脳虚血 モ デ ル を 用 い た i n v ivo 
の基礎研究
以上 の よ う な仇 vitro の実験系 に お け る 神 経保護作
用 の成績 を 受 け て ， 現在， ス ナ ネ ズ ミ 一過性脳虚血モ
デル を 用 い た in vivo の実験系 に よ り ， 釣藤散あ る い
は釣藤鈎 の神経細胞保護作用 に つ い て検討 し て い る 。
4 分間 の一過性脳虚血手術 の 7 日 前か ら 最長で 7 日
後 ま で飲料水 の中 に釣藤散エ キ ス あ る い は釣藤鈎エ キ
ス を 混ぜて 自 由飲水 さ せた釣藤散群 な ら びに釣藤鈎群，
さ ら に は対照群， 偽手術 のみ を 行 っ た シ ャ ム 群に分け
て ， 海馬体CAI領域 に お け る 錐体細胞 の遅発性神経細
胞死， 海馬体ホ モ ジ、 ユ ネ ー ト 液 の脂質過酸化物 ， NO
代謝物 ， ESR (electro spin resonance） 法 に よ る
ス ー パ ー オ キ サ イ ド と ヒ ド ロ キ シ ル ラ ジ カ ル の消去活
性 を 測定 し た 。 そ の結果， 1 % 及び 3 %釣藤散群 な ら
び に 3 %釣藤鈎群 は ， 対照群 に比べて一過i、生脳虚血 7
日 後 の海馬体CAI領域 の錐体細胞 の残存率が有意に高
か っ た （ 図 7 ） 。 ま た ， 1 %釣藤散群及 び 3 % 釣藤 鈎
群 は ， 対照群 に比べて一過性脳虚血手術 2 日 後の 海馬
体 ホ モ ジ、 ュ ネ ー ト 液 の脂質過酸化物 な ら び に NO代謝
物が有意 に低か っ た 。 さ ら に 一過↑生脳虚血手術 7 日
後 の海馬体 のホ モ ジ、 ユ ネ ー ト 液 のス ーパ ー オ キサ イ ド
な ら びに ヒ ド ロ キ シ ル ラ ジ カ ル の消去活性は， 1 %釣
藤散群及 び 3 %釣藤鈎群が と も に対照群 に比べて有意
に 高 か っ たlヘ
鴨
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図 7 釣藤散・釣藤鈎の遅発性神経細胞死抑制作用10)
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以上 よ り ， 釣藤散あ る い は釣藤鈎 の経口投与 は ス ナ
ネ ズ ミ 一過↑胡西虚血モ デル にお い て 、海馬体CAI領域 の
錐体細胞死 を 抑制 す る 効果があ り ， そ の機序 のーっ と
し て ， そ れ ら の抗酸化作用が関与 し て い る 可能性が示
唆 さ れた 。 現在， 他 のメ カ ニ ズ ム の関与 に つ い て も 検
討 を 行 っ て い る 。
II . 今後の展望
A . 研究に対す る 今後の展望
1 . 和漢薬の臨床効果の客観的評価
漢方医学 に は ， 個 々 の症例 を 漢方医学的病態 に 基づ
い て診断 し治療方剤 を 決定す る と い う 特性があ る 。 即
ち ， 漢方医学本来 のあ り 方 と し て ， 特定 の漢方方剤が
特定 の西洋医学的疾患 に対 し て画一的 に投与 さ れて き
た わ け で は な い 。 こ の漢方医学 の特性 を 十分 に 考慮 し
た う え で ， 今後 も 和漢薬 の効果 に 関 す る 臨床研究 に取
り 組み た い と 考 え る 。
具体的 に は ， 現在， N-of-one デザイ ン に よ る ラ ン
ダム 化比較試験 と い う 手法 を 用 い て ， 虚弱高齢者 に対
す る 補剤 を 中心 と し た 漢方方剤 の有効性 に 関す る 臨床
試験を行っ て い る 。
2 . 和漢薬の薬理作用 の よ り 詳細 な解明
今後 も ， 各種漢方方剤や生薬 の種々 の病態 に お け る
微小循環改善作用 ， 細胞 ・ 臓器保護作用 ， 生体防御 ・
免疫調整作用等 のメ カ ニ ズ ム に つ い て ， よ り 詳細 な研
究 を重 ね た い と 考え る 。
具体的 に は ， 現在， 和漢薬 の脳血管障害 のお け る 神
経保護作用 ， 糖尿病性合併症発症 ・ 進展抑制作用 ， 肥
満等 の生活習慣病 に対す る 効果， 自 然、免疫系 に 及 ぼす
影響， 病原体感染防御機構等 に つ い て の研究 に取 り 組
んでい る 。
3 . 漢方医学的病態 （証） の現代医学的解明
こ れ ま で は ， 療血等 の漢方医学的病態 に 関す る 血液
レ オ ロ ジー学的視点か ら の研究， 舌診等 の漢方医学的
診察所見 の意義 に 関 す る 現代医学的視点か ら の研究 を
行っ て き たが， 今後は ， プ ロ テ オ ー ム 解析 を 用 い て ，
漢方医学的病態や和漢薬 の レ ス ポ ン ダー ・ ノ ン レ ス ポ
ン ダー の解析 に 関 す る 研究 に も 取 り 組み た い と 考え て
い る 。
平成15年度 に 本学 か ら 申 請 し た 21 世紀COE プ ロ グ
ラ ム 『東洋 の知 に立脚 し た個 の医療 の創生J が， 文部
科学省 よ り 採択 さ れ た 。 私 は こ のCOE プ ロ グ ラ ム に
お い て ， 事業推進担当 者 の 1 人と し て参画 し て い る 。
こ のCOEプロ グ ラ ム は ， プ ロ テ オ ー ム 解析 を 用 い た
個 人差解析 を 目 的 と す る “ 臨床研究” ， 和漢薬 の作用
機序 に 関す る 基礎研究 を 主 と す る “病態解析研究”
嶋 田 豊
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図 8 東西医学の融和 に よ る プロテイ ン チ ッ プ を 用 い た 個
人 差解析の展望
そ れ に ， 漢方薬 の品 質管理 と 薬用資源 の開発を 主 な 目
的 と す る “基盤研究” の 3 つ の大 き な骨子か ら成 り 立っ
て い る 。
こ の う ち ， 私 は 主 に “ 臨床研究” を担当 し て い る が，
例 え ば， あ る 特定 の疾患 に発現す る タ ン パ ク が存在す
れば， そ れは疾患マ ー カ ー と な り 得る と考え ら れ， 同
様 に ， あ る 漢方医学的病態 に発現す る タ ン パ ク が存在
す る と 仮定すれば， そ れは療血診断マ ー カ ー に な り 得
る と考え ら れる 。 さ ら に ， 治療 に よ っ て変動す る タ ン
パ ク が存在すれば， そ れは治療マ ー カ ー と な り 得る と
考え ら れる （ 図 8 ） 。 こ れ を 学 内 の他 の教室 と 連携 の
う え ， 関節 リ ウ マ チ ， 更年期障害等 の疾患 を 対象 と し
て研究 し ， 個 人差解析 に よ る 東西医学 を 融和 し た形で
の個 の医療 の新展開 を 計 り た い と考え て い る 。
ま た ， こ のCOE プ ロ グ ラ ム を 通 し て ， 漢方薬 に よ
る 新た な治療学 の提言 の他 に ， 学内外及び国際共同研
究 の推進 と 人材育成 に よ る 和漢医薬学 の国際研究拠点
の形成 に 貢献 し た い と考え る 。 こ れ ら の 目 標 を 達成す
べ く 前進す る こ と が， 和漢診療学 の新た な エ ピデ ン ス
の構築 ， ひ い て は本学 のさ ら な る 発展 の一助 と な る と
考え て い る 。
B . 診療に対す る 今後の展望
今後 も ， 「東西両医学 の長所 を 活か し 相 互補完的 な
現時点で のベス ト の医療 を 患者 さ ま に提供す る J こ と
を モ ッ ト ー と し て診療 に あ た り た い 。 和漢診療科に は ，
様 々 な 背景 と 疾患 を 有す る 患者 さ ま が受診 さ れ る 。 本
学附属 病院が開設以来 ， 和漢診療科は外来及び病棟診
療 に お い て一定程度 の実績 を 上 げて き たが， それは と
り も な お さ ず現代西洋医学だけで は カ バー し き れな い
患者 さ ま のニ ー ズ と 期待が和漢診療 に 向 け ら れた こ と
の現れであ る と 解釈 し て い る 。 そ れ ら の患者 さ ま の診
療 に あ た っ て は， 今後 も ， 西洋医学的 な検査 と 診断を
し っ か り と 行っ た う え で， 和漢薬治療 と 西洋医学的治
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療 の適切 な 選択 と 併用 を 行い 他 の専 門 診療科な ら び
に 地域医療機関 と も 密接 に 連携 を と り つ つ 運営 に あ た
り た い と考え て い る 。
c . 医学教育に対す る 今後の展望
現在， 卒前 ・ 卒後医学教育改革が進め ら れて い る が，
こ れが本学 に お い て も 有効 に機能す る よ う に 内科系診
療科 のーっ と し て協力 し た い と考え て い る 。 ま た ， 本
学 の特色 を 生 か し て 和漢診療教育 と い う 点で も 貢献 し
た い 。 さ ら に ， 和漢診療学講座 の教室員教育 に 関 し て
は ， 東西両医学 に精通 し研究能力 のあ る 医師 の育成 を
モ ッ ト ー と し て ， 有能な 人材 の輩出 に尽力 し た い と考
え て い る 。
お わ り に
今後， 本学が独立法 人化， 再編 ・ 統合等 の荒波 を 乗
り 切 り ， さ ら な る 発展 を 遂げま す よ う ， 和漢診療学 と
い う 領域 を 通 じ て最大限 の努力 を さ せて頂 く 所存でお
り ま す ので， 今後 と も 御高配 のほ ど， 何卒宜 し く お願
い 申 し上げま す。
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